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lP-29　　　寮生活女子短大生の食生活に関する研究
　　　　　　○宮津寛子’　南江美子¨　鈴木一憲’3　干葉貴子≫4
　　　　　　　（'蔵王町* ≫福島学院短期大学≫3福島県立医科大学’4桜の聖母短期大学）

　目的：近年、若者の食生活が乱れており、伊海らは下宿女子大生の食生活について問題

点を指摘している。けれども、寮生の食生活に関する報告は少ない。そこで、本研究にお

いては住居形態別（A : 寮、B :親元、C :一人暮らし）特に寮生の食生活調査を中心に
おこなった。

　方法：福島県内栄養士養成課程に通う女子短大生（18~20歳）94 を対象に３日間の菓

子類および調理済み食品利用率について食事記録法にて調査を行った。統計解析はS P S
Ｓを用い、A群、B群、cmの３群間における差の検定には一元配置分散分析および多重

比較（Bonferroniの検定）を行った。

　結果：寮は一般に規則正しい食生活ならびに生活習慣であると考えられており、保護者

の希望で寮生活を望む学生も少なくない。今回の調査の結果、Ａ群においてレトルト・イ

ンスタント食品、クッキーおよびアイスなどの菓子類を高頻度に摂取していることが認め

られた（p ＝0.05）。寮はキッチン数が少ないという点と、共同使用ということから抵抗

感があり手軽なレトルト・インスタント食品や菓子類を主食の代わりに摂取しやすい食品

として利用しているものと推察される。高村らの報告によると、調理済み食品の高塩分含

量が生活習慣病を引き起こす要因となると言われており、一人暮らしより健全な食生活で

あると思われている寮における食生活がこのような実態であったことは現在の寮の食生活

の問題を浮き彫りにした。

I P-30 奈良・和歌山・三重・大阪・京都の茶粥習俗と分布
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　目的江戸、大正、昭和のはじめから現在に至るまで、近畿地方を中心に茶粥が主食と

して食されている地域があることの報告はあるものの体系的なものではない。近畿の茶粥

習俗の実態を明らかにし、体系化するため、茶粥に関する調査を行った。

　力法調査対象は大阪および京都府、三重、和歌山、奈良県在住の栄養士全員。

　結果茶粥はどの地域も主食として、特に朝食での頻度が高い。三重県、京都府、大阪

府では茶粥を食べる地域は山間部、海岸地域などに限られているものの日常的に盛んに食

べられていた。これらの地域での茶粥の呼称はチャガユが二般的である。ミ方、和歌山県

や奈良県では全県で盛んに食べられており、チャガユと同じ程度にオカイサンとも呼ばれ、

カユすなわちチャガユと認識されるほど一般的であり、サツマイモ、モチ、カキモチなど

を加えた茶粥がより多く食されており、茶粥を食べる主たる理由は節米が目的であったこ

とが推論できる。節米の目的であった茶粥習俗が、米が豊富な現在でも根強く残っている

のは美味しい、好きなどの理由からである。何故近畿地方全域に茶粥習俗の分布がみられ

たのか、またなぜ今でも茶粥習俗が残存しているのか、食文化を考える上で興味深い。
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